


8 .主要成果の具体的数値
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図 2 Mr寸部における浮遊物質の変化

表 2 浮遊物質等の淑11定結果

4月 26日 5月6日 5月 23日

河口 中流 上流 岩倉川 河口 中流 上流 岩倉川! 河口 中流 上流 岩倉川

透視皮 14.4 22.4 36.0 20.0 16.0 27.5 17.0 >50 16.5 40.5 26.0 >50 

s s 38.0 24.0 25.5 16.0 33.0 17.4 36.0 10.0 -
NH.-N 0.30 0.14 0.09 0.01 0.22 0.10 0.03 0.02 0.20 0.12 0.08 0.03 

PO‘-P 0.030 0.035 0.050 0.035 0.030 0.035 0.044 0.017 0.043 0.048 0.044 0.029 

9 .今後の問題点

水凹排水による河川の濁水化は、例年、農作業が始まる 4月から 5月にかけて発生する。この時

期はアユが河川に遡上する時期でもあり、潟水の流出防止のための水回の水管理の徹底はもとより、

効果的な削減対策が望まれる。

10.年度の具体的計画

+年と同様に宇曽川水系について潟水実態調査を実施する。
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